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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成28年12月8日(2016.12.8)

【公開番号】特開2016-121858(P2016-121858A)
【公開日】平成28年7月7日(2016.7.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-040
【出願番号】特願2014-263151(P2014-263151)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ  43/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   6/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  43/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  39/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ   43/02     　　　Ａ
   Ｆ２５Ｂ    6/04     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｂ   43/00     　　　Ａ
   Ｆ２５Ｂ   39/00     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を吸入し圧縮してから吐出する圧縮機（１１）と、
　該圧縮機から吐出された前記冷媒が持つ熱を空調対象空間への送風空気に放熱させる放
熱器（１２、６０）と、
　前記放熱器から流出した前記冷媒を減圧させる第１減圧部（２８）と、
　該第１減圧部から流出した前記冷媒と外気とを熱交換させる室外熱交換器（１６）と、
　該室外熱交換器から流出した前記冷媒を気相の冷媒と液相の冷媒とに分離し、前記気相
の冷媒を流出させる気相冷媒出口（１７ｂ）と前記液相の冷媒を流出させる液相冷媒出口
（１７ｃ）とを有する気液分離器（１７）と、
　該気液分離器の液相冷媒出口から流出した前記冷媒を減圧させる第２減圧部（２９１、
７４１）と、
　該第２減圧部から流出した前記冷媒と前記送風空気とを熱交換させて前記冷媒を蒸発さ
せる蒸発器（２２）と、
　前記圧縮機から吐出された前記冷媒を前記気液分離器へ流入させると共に該気液分離器
の液相冷媒出口から流出させ該液相冷媒出口からの冷媒を前記第２減圧部と前記蒸発器と
に順に流入させてから前記圧縮機へ吸入させる第１冷媒回路、および、前記圧縮機から吐
出された前記冷媒を前記気液分離器へ流入させると共に該気液分離器の気相冷媒出口から
流出させ該気相冷媒出口からの冷媒を前記圧縮機へ吸入させる第２冷媒回路を選択的に成
立させる切替装置（５９、８２）と、
　前記圧縮機から前記室外熱交換器までの冷媒経路に設けられ、前記第１冷媒回路が成立
させられている場合には、冷媒流れ上流側から流入した前記冷媒に混入しているオイルを
該冷媒から分離し該分離後の冷媒を冷媒流れ下流側へ流出させると共に前記オイルを溜め
るオイル分離器（２４）とを備え、
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　前記オイル分離器は、前記冷媒から分離されたオイルを溜めるオイル貯留空間（２４３
ａ）を形成するタンク部（２４３）と、前記オイル分離器の冷媒流れ上流側から前記オイ
ル貯留空間内へ前記冷媒を流入させる冷媒入口部（２４１）と、前記オイル貯留空間内の
冷媒を前記オイル分離器の冷媒流れ下流側へ流出させる冷媒出口部（２４２）とを備え、
　前記第２冷媒回路が成立させられている場合には、前記気体分離器内の冷媒を前記液相
冷媒出口からは流出させずに前記気相冷媒出口から流出させるとともに、前記放熱器で凝
縮された後の液相の冷媒を前記オイル分離器に流入させることで前記オイル分離器の前記
タンク部内へ該液相の冷媒を流入させることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項２】
　前記オイル分離器の冷媒出口部は、前記第１冷媒回路が成立させられている場合におい
ては前記オイル貯留空間に溜まったオイルの液面（２４３ｂ）よりも上方で前記オイル貯
留空間内へ開口した貯留空間内入口（２４２ａ）を有し、該貯留空間内入口から流入した
冷媒を前記オイル分離器の冷媒流れ下流側へ流出させることを特徴とする請求項１に記載
の冷凍サイクル装置。
【請求項３】
　前記オイル分離器は、前記圧縮機から前記室外熱交換器までの冷媒経路のうち前記放熱
器と前記第１減圧部との間に設けられていることを特徴とする請求項１または２に記載の
冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　前記第１減圧部は、
　前記切替装置（５９）により前記第１冷媒回路が成立させられるに伴って、前記第１減
圧部に流入した前記冷媒を前記室外熱交換器へ流す開放状態に切り替えられる一方で、前
記切替装置により前記第２冷媒回路が成立させられるに伴って、前記第１減圧部に流入し
た前記冷媒を前記開放状態よりも大きく減圧させてから前記室外熱交換器へ流す減圧状態
に切り替えられ、
　前記開放状態では、前記第１減圧部から流出する前記冷媒の圧力を、前記冷媒が前記室
外熱交換器にて前記外気よりも高温になる大きさにし、
　前記減圧状態では、前記第１減圧部から流出する前記冷媒の圧力を、前記冷媒が前記室
外熱交換器にて前記外気よりも低温になる大きさにすることを特徴とする請求項１ないし
３のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【請求項５】
　前記圧縮機は、前記冷媒を吸入する吸入口（１１１）を有し、
　前記第１減圧部は、該第１減圧部に流入した前記冷媒を前記室外熱交換器へ流す開放状
態と、前記第１減圧部に流入した前記冷媒を前記開放状態よりも大きく減圧させてから前
記室外熱交換器へ流す減圧状態との何れかに切り替えられ、前記開放状態では、前記第１
減圧部から流出する前記冷媒の圧力を、前記冷媒が前記室外熱交換器にて前記外気よりも
高温になる大きさにする一方で、前記減圧状態では、前記第１減圧部から流出する前記冷
媒の圧力を、前記冷媒が前記室外熱交換器にて前記外気よりも低温になる大きさにし、
　前記切替装置（８２）は、前記圧縮機の吸入口へ接続された圧縮機接続通路（８２３）
と、前記蒸発器へ接続された第１接続通路（８２１）と、前記気液分離器の気相冷媒出口
へ接続された第２接続通路（８２２）と、前記第１接続通路を前記圧縮機接続通路へ連通
させる一方で前記第２接続通路を塞ぐ第１弁位置と前記第２接続通路を前記圧縮機接続通
路へ連通させる一方で前記第１接続通路を塞ぐ第２弁位置とに切り替えられる切替弁体（
８２４）と、該切替弁体を前記第２弁位置へ付勢する付勢部材（８２５）と、前記気液分
離器の気相冷媒出口から流出した前記冷媒が導入される圧力室（８２６ａ）が形成され、
該圧力室内の冷媒圧力で前記切替弁体を前記付勢部材に対抗して前記第１弁位置へ押圧す
る圧力室形成部（８２６）とを有し、
　前記付勢部材は、前記圧力室内の冷媒圧力が、前記第１減圧部が前記開放状態になって
いるときの大きさである場合には、前記圧力室内の冷媒圧力によって前記切替弁体が前記
第１弁位置へ切り替えられることを許容する一方で、前記圧力室内の冷媒圧力が、前記第
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１減圧部が前記減圧状態になっているときの大きさである場合には、前記切替弁体を前記
第２弁位置へ切り替えることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１つに記載の冷凍
サイクル装置。
【請求項６】
　前記気液分離器の液相冷媒出口と前記第２減圧部との間に設けられ該液相冷媒出口から
流出した前記冷媒を過冷却する過冷却器（１９）を備え、
　前記室外熱交換器および前記過冷却器は一体的に構成されていることを特徴とする請求
項１ないし５のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【請求項７】
　前記室外熱交換器および前記気液分離器は一体的に構成されていることを特徴とする請
求項１ないし６のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の冷凍サイクル装置の発明では、冷媒を吸入
し圧縮してから吐出する圧縮機（１１）と、
　その圧縮機から吐出された冷媒が持つ熱を空調対象空間への送風空気に放熱させる放熱
器（１２、６０）と、
　放熱器から流出した冷媒を減圧させる第１減圧部（２８）と、
　その第１減圧部から流出した冷媒と外気とを熱交換させる室外熱交換器（１６）と、
　その室外熱交換器から流出した冷媒を気相の冷媒と液相の冷媒とに分離し、気相の冷媒
を流出させる気相冷媒出口（１７ｂ）と液相の冷媒を流出させる液相冷媒出口（１７ｃ）
とを有する気液分離器（１７）と、
　その気液分離器の液相冷媒出口から流出した冷媒を減圧させる第２減圧部（２９１、７
４１）と、
　その第２減圧部から流出した冷媒と送風空気とを熱交換させて冷媒を蒸発させる蒸発器
（２２）と、
　圧縮機から吐出された冷媒を気液分離器へ流入させると共にその気液分離器の液相冷媒
出口から流出させその液相冷媒出口からの冷媒を第２減圧部と蒸発器とに順に流入させて
から圧縮機へ吸入させる第１冷媒回路、および、圧縮機から吐出された冷媒を気液分離器
へ流入させると共にその気液分離器の気相冷媒出口から流出させその気相冷媒出口からの
冷媒を圧縮機へ吸入させる第２冷媒回路を選択的に成立させる切替装置（５９）と、
　圧縮機から室外熱交換器までの冷媒経路に設けられ、第１冷媒回路が成立させられてい
る場合には、冷媒流れ上流側から流入した冷媒に混入しているオイルをその冷媒から分離
し分離後の冷媒を冷媒流れ下流側へ流出させると共にオイルを溜めるオイル分離器（２４
）とを備え、
　オイル分離器は、冷媒から分離されたオイルを溜めるオイル貯留空間（２４３ａ）を形
成するタンク部（２４３）と、オイル分離器の冷媒流れ上流側からオイル貯留空間内へ冷
媒を流入させる冷媒入口部（２４１）と、オイル貯留空間内の冷媒をオイル分離器の冷媒
流れ下流側へ流出させる冷媒出口部（２４２）とを備え、
　第２冷媒回路が成立させられている場合には、気体分離器内の冷媒を液相冷媒出口から
は流出させずに気相冷媒出口から流出させるとともに、放熱器で凝縮された後の液相の冷
媒をオイル分離器に流入させることでオイル分離器のタンク部内へその液相の冷媒を流入
させることを特徴とする。
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